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サレジアン国際学園目黒星美小学校

SALESIAN INTERNATIONAL SCHOOL 

学校案 内 2 0 2 6 

サ レジアン国際学園目黒星美小学校
"i"152-0003稟京都目黒区欝文谷2丁目17警6号 TEL:03-3711-7571（代）https://www.megu『oseibisho.ed.jp/

電車（賣．．績纏）

「学芸大学Ill1.1km 

パス〇員•心）

目暴駅前ー大隅山小学校前

「サレジオ敦会」下車・目の曾
大森操車所一新代田駅前
「平町」下車•徒参8分

二子玉川駅一目暴駅
弦巻営婁所一目黒駅

響々力操車所ー東京駅南a : 
「碑文谷五丁目交番」下車・徒歩5分 ： 



Walk with Ghildren 
いつも子どもと共に
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目黒星美小学校は、創立以来、ドン・ポスコの精神を受け継ぎ、

信頼関係の中で子ども違がより良く伸びていくことを願い、教育活動を行ってまいりました。

そしてこれからも、常に変化し続ける時代を生きる子ども達が、

思いやりを持って社会に貢献できる人材となれるよう、

教育活動に邁進していきます。
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聖ヨハネ・ポスコ 1815~1888 
（通壽ドン・ポスコ）

ドン・ポスコが生きた時代、イタリアでは統一運動や

産業革命の波によって社会全体に大きな変革がもたら

され、若者達は教育どころか劣悪な環境の中で過酷な

労働を強いられていました。ドン・ポスコは、この状況から

若者を救い誠実な社会人へと教育し自立させるために、

教育修道会である「サレジオ会」を創立しました。

キリスト教の教えに基づいた「予防教育法」を実践し、

同じ教育を女子にも行うようにと教会やその他から要請

され、「サレジアン・シスターズ」を創立しました。

［建学の精神］

サレジアン国際学園目黒星美小学校は、キリスト

教的な人間観•世界観により、創立者聖ヨハネ・

ポスコと聖マリア・マザレロが実践した理性・

宗教・慈愛に基づく「予防教育法による全人間

教育」を行うために創立されたカトリック・

ミッション・スクールです。

＋創立者ト

聖マリア・マザレロ 1837~1881 

マリア・マザレロは、信仰深い両親のもとで成長し、

主に父親から神様のことを学びました。ドン・ポスコ

との出会いを通して、その生き方や教育法に共感し、

同志と共にドン・ボスコと同じ精神で女子教育を行う

ことを決意します。その後、ドン・ポスコは聖母マリア

への“感謝の生きた記念碑”として女子修道会創立を

考えた際、このマリア・マザレロのグルーブを基礎

として、「サレジアン・シスターズ」 (Figliedi Maria 

Ausiliatrice)が誕生しました。

［ 校訓 ］ 

思いやりの心 たゆまぬ努力

愛徳 勤勉
清い心

清純

［教育目標］

品性を備えた誠実な明るい児童の育成

［予防教育法］

「畳するだけでは足りない。畳されていると感じられるように畳しなさい。」

ドン・ポスコの教育法は、「理性・宗教・慈愛」を3本柱とした「予防教育法」

として知られています。ドン・ボスコは子ども達と信頼関係を結び、

見守られているという安心感の中で自らの足で善に向かえるよう導き

ました。その具体的な手段がアシステンツア（共にいる教育）です。

ドン・ポスコの教えは現在、130以上の国々に広がり、その意思を

引き継いだ人たちは、学校・教会・社会福祉事業など社会生活の様々な

場面で青少年や貧しい人々のために活動しています。

→校長挨拶ト

愛されて成長した子ども達は、

愛する人へと成長します！

創立者ヨハネ・ポスコは、 1800年代、北イタリアで青少年の

ために尽くした教育者です。彼の教育理念の中心は「牧者の愛」

であり、その実践はすべて、聖パウロのコリントの信徒への手紙

（新約聖書）にあります。「愛は忍耐強い。愛は情け深い。

…すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。」

(Iコリントの信徒への手紙13章）

本校は、カトリックミッションスクールです。8常生活の様々な

場面で祈り、聖歌を歌い、自己を振り返る時があります。また、

“いつも共にいる”教員との信頼関係が築かれ、友との友情を深めら

れる家庭的な雰囲気・環境の中で、子ども達は6年間を過ごします。

その時間は、人生のかけがいのない宝となります。子ども達が社会

へとはばたく頃、世界は大きく変化し今以上の課題に直面する

ことでしょう。しかし、変わらないのは、聖パウロの言う「愛」です。

子ども達が、無償の愛で愛される体験をする中で「幸せ」を感じ、

ひいては人を愛することのできる大人へと成長していけることを、

心から願っています。

併設校•姉妹校

学校長 シスター小島理恵

1954年

1955年

1956年

1998年

2000年

^
o
 ..
 
‘
 

_
_
 
l●
●
I●

_
―
―
 

革 ］ 

星美学園（赤羽）第2小学校として開設

校舎落成（第1期工事終了）

学校法人目黒星美学園として独立

新校舎児童棟完成

校舎事務棟・体育館完成・校庭整地終了

（第2、3期工事終了）新校舎落成

2006年 創立50周年記念

2010年 校庭人工芝に替える

2016年 学校法人星美学園と合併

2023年 4月よりサレジアン国際学園目黒星美小学校に

校名変更

［ > 併設校•姉妹校についてはこちら ► 鯛
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サレジアン国際学園目黒星美小学校の教育
将来、世界市民として思いやりを持って社会に貫献するには、出会ったものに心を寄せて

受け入れていく素直な心と、未知なるものへの興味関心を持ち積極的に挑戟していく心が必要です。

それらを育成するために、目黒星美では2本の教育の柱を設けています。

［ 心の教育 ］ ［ 言語教育 ］ 

キリスト教の価値観に基づき他者を受け入れる心を育む。

自分だけではなく他者にとっても善いものを発信する態度を育む。

多文化に触れ、様々な環境の中で生活をする人々に心を寄せる。

国際的なマナーを身に付ける。
ヽヽ

日本で生活する者として、日本語を大切にする。

広い世界でのコミュニケーションを可能にするために、英語力の向上を目指す。

言語熊力の基礎基本を確実に定着させる。

自分の考えを積極的に表現する。

• ヽ

ヽ
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毎810分問ずつ、

漢字学習と英語学習を行います。

1年間の音読の成果を発表します。

保護者にも聞いてもらいます。

有名な聖書箇所を発音にも

気をつけながら英語で朗読します。

1年生から週2回以上、

少人数クラスで行います。

、·~

4年生以上の希望者を対象にオーストラリアにて

ホームステイプログラムを実施しています。

劇を通してクリスマスの

本当の意味を伝えます。

ドン・ポスコのお祝いの日に

学年全体で宗教劇を演じます。
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本校の喜びは、

「神と人に愛され愛する喜び」 「共に活動する喜び」 「与える喜び」 「学ぶ喜び」

の4つの喜びで表すことができます。

教師との関わり、友達との関わり、社会との

関わりが全て神様との繋がりの中で育まれることで、 ， 

品性を備えた誠実で明るい児童に

成長していくことを願っています。

「神と人に愛され愛する喜び」を感じる

～やさしさを育む2年間～

神様の愛に守られながら、先生に受け入れられる経験を通して、

人を受け入れていく素地が養われていきます。

入学式の8、1年生は6年生に迎え入れられ学校生活が

スタートします。ペアの6年生との繋がりは1年間続き

ます。一緒に遊んだり、手紙のやり取りをしたリ｀

時には一緒にご飯を食べたリしながら、他者から受け

入れられる喜びを感じていきます。6年生にとっても

年少者を慈しむ思いやりを育む機会となっています。

1年生は2年生に連れられて、学校の施設について紹介

してもらいます。まだ見たことのない施設を上手に紹介

してくれる2年生の姿から、こんな2年生になりたいと

憧れを感じます。また、 2年生は初めての先輩を体感

する機会でもあります。

こいのぼり集会、七夕集会、節分集会など、年中行事に

ついて学習した後にはみんなで集まって学習の振り返

りをしたり、楽しいゲームをしたりします。他者と楽しい

時間を共有することの喜びを感じるだけでなく、集会を

成立させるために司会進行や人前で発表する方法も学

んでいきます。

2年生は郵便局や手紙の仕組みを知ること通して、

気持ちを伝え合う良さについて学びます。学習した

ことを全校に発信する意味も込めて校内郵便局を

開局し、他学年が心を伝え合うお手伝いをしながら、

社会性も学んでいきます。
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「共に活動する喜び」を感じる

～協調性と主体性を育む2年間～

集団の中の一員として共に活動する喜びを味わい、

自分の役割を探していきます。

神様がお創りになった自然の中で、友達と協力しな

がら、自分のより善い成長を目指して生活します。3年

生は宿泊施設のプールでの水泳学習や音楽堂での

合唱、4年生は志賀高原の雄大な自然の中でトレッキング

を行い、お互いの良さに目を向け、他者との関わり方

を体験の中から学びます。

4年生は2月に学校代表としてカトリック音楽会に出演

します。自分達の練習の成果を発揮するだけでは

なく、他校の演奏を聴いたり共に同じ聖歌を歌ったり

することで、カトリック校の絆を深めます。

宗教の学習を通して、イエス様は神様からのプレゼント

であることを学び、3年生がクリスマスの本当の意味を

伝えるために聖劇を行い、全ての人の救い主である

イエス様の御生誕をお祝いします。初めて学校全体を

動かす行事の中心となり、学年全体の中で一人一人が

役割を担い、自分の力を精一杯発揮します。

4年生からクラブ活動が開始します。自分の選んだ

クラプで異学年と交流し、好きなことに打ち込みながら

主体性や協調性を伸ばします。運動系のクラブの中には

他校との交流試合を定期的に行うものもあります。

(p.12参照）

r 高学年 ｀ 
「与える喜び」を感じる

～個性を育む2年間～

自分の個性を理解し、自分にできることを考え、

グローバルな視野で他者に貢献する心が育まれていきます。

5年生からは男女別学、1学年4クラス編成 本校では5、6年生が8つの委員会に分か 5年生はドン・ポスコのお祝いの日に、

になります。男女の発達の違いを考慮しな れ、それぞれの立場からより良い学校作り 学年全体で宗教劇を演じます。子ども

がら、それぞれに適したアシステンツアが を目指して活動します。授業時間だけでは 達の熱い演技は見る者に感動を与える

おこなわれます。クラス外での行事や委員会 なく責任感を持って朝や休み時間も活動 だけではなく、内向的になりがちな

活動等は男女協力し、高学年として学校を する高学年の姿は、1丘学年から頼もしい存在 年齢期の児童にとって、有効な表現

支えていく存在へと成長していきます。 として受け入れられていきます。(p.12参照） 活動の場となっています。

高学年は各年2回の合宿があリます。 5年生は尾瀬高原学校では

片品村の地域産業や生活について学び、夏休みに男女別プログラム

の合宿を行っています。6年生は戟地となった沖縄県で平和な未来に

向かって自分にできることを考え、スキースクールでは技術を習得

すると共により良い自分を目指して挑戦する姿勢を養います。

1年生から6年生まで、毎月の献金やクリスマス助け

合い運動など様々なボランティア活動を実施してい

ます。特に6年生はポランティアの意義や意図を学

習し、社会の中で困っている人の立場を理解しなが

ら必要に応じたポランティアを訴えかける立場とな

り活動します。
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「学ぶ喜び」を感じる

～誠実さと根気強さを育む6年間～
本校では主体的に学習諜題を追究する姿を大切にし、共に学び合う子の育成を

目指しています。学び合いの形態を工夫し、各教科や学年で授業研究を進めています。

イエス・キリストの鰍えを遍して、神が私たちを畳して

くださっていることを学びます。それにより、倫看への

思いやり、優しさ、赦しの心が育まれ、自分の力を倫者

のために撮惧できる心を養います。

社會的事象が自分遍の生活にどのように111わってい
るかを冥感できるような擾業を墨調していきます。

嫌々な立場に立って参角的に彎える力や、社会の査化

に主体的に対応できる行鋤力を養います。

算数の問題を通して、自分の考えを伝える力、道んで

淫用する姿勢、そして、友遍と彎えを建解し合える思

いやりの心が冑ってほしいと彎えています。彎えを1111

き合うことで学びを濃め、鰭道立てて彎える力奮養い

ます。

授業時数 ※専科制をとり、より専門的な指導を行います。（宗徽•実罷・理科•音楽・國國工作・体育）

配

文章を饒み合う中で出された鰈■に対して、一人ひとり
が意見を持ち、聞き合い話し合う揖霙を心がけていま

す。琶匿の捜彙で培った言薫の力や表環力は、倫教科

にも生かされます。また、舞日の廟醜書、園書の授重な

ど` 児重1111の饒書体醸を大切にしています。

授霙を遍して、より良い生送を自ら彎え、実践していく

ことを学んでいきます。自分や層りの人の良さに気付

き、感崖の心を持ち、憲欲的に生活しようとする妻勢

を養います。

表環や鑑賞の活動を通して、自ら創り出す喜びを峰わ

い、友遍と互いの良さを見つけ合い富め合います。ま

た、試行鑓誤することから、創遭力を培い鵬性を塵き

ます。生渚を皇しく畳かにする造形や羹輌の●きなど

への理解を濠めます。

月 火 水 ＊ 金

1年 5 5 5 6 5 

2年 6 5 6 6 5 

3年 6 6 6 6 5 

4年 6 6 6 6 6 

一5年 6 1 6 6 6 6 

6年 6 6 6 6 6 

※その他、輯饒書や麟学詈の時悶があります。

※行事により土曜8に畳校する場合があります。

※1年生は9月より木曙日は6時閏授業になります。

国 社 算 理 生 」音 図 家 体 英 宗 特

1年 8 4 3 2 2 3 3 2 1 

2年 ， 5 3 2 2 3 3 2 1 

3年 8 2 5 3 2 2 3 3 2 1 

4年 7 3 6 3 2 2 3 3 2 1 

5年 6 3 6 3 2 I 2 1 3 3 2 1 

6年 6 3 6 3 2 2 ， 3 3 2 1 

※国謁と英霞には輯学詈纂モジュール学詈の時間が含まれます。

自ら自然にはたら書かけ、「なぜ」と鰻問を持つことを

大切にしています。そこから自然科学の基罐的なこと

を体果的に学び、好書心・繹求心を身につけ、「学んだ

事を活かす力」を養います。

祈りの心で聖歌奮歌い、音峯作りや演賽する体職を

友遣と共に行います。道んで音楽渚動に閣わること

で｀表現力や感性、コミュニケーションカを高めてい

＜擾業を通して、生逼にわたり奮楽に輯しむ心が育ま

れること奮顧っています。

l --
サッカー 科学

パレーポール 美術

バスケットポール 鉄道

卓球 将棋

チアリーディング 演劇

少林寺攣法 百人一首

縄馳び 料理

ドッジポール

日本文化

1年生から遍2回、クラスを半分にした少人数制で行

い、8本人轍員とネイティブ轍員が交互に担当します。

莫霧での圃く・話す•饒む•書くの活動を積み重ねなが

ら、実麗の場面で使う力を養います。霧覇10分間の莫

霞学習時閻では、実匿の基鼈をしっかり纂きます．

基鼈体力の詈得をはかり、参くの成功体職を積み重

ねることにより、できた喜びを疇わわせます。お互い

に鱈め合い協力する心を養い、子ども達が心身ともに

鍵やかに成長できるよう、鰻霙を計直しています。

11111J.tE-

詈
a
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B常生活に必賽な衣食住1こついての基本的な知識や
技籠を学びながら蒙庭生酒への閻心を寓めていきた

いと彎えています。また学んだことを活用し身近な生

渚をより良くしようとする●虞を養います．

合宿（フィールドワーク）

＊校では合宿を総合的な学習の疇閏と位量

付けています。

マナー徽室

8本マナー・ブロトコール饂金露定鵬師を

迎えて、マナー徴宣を行っています。零年に

応じたマナーを学び、帷からも量される子ども

を目摺します。

情纏
iPadを一つの学習ツールとして織々な場面で

使いこなせるようにすること、また、パソコンの

基本ソフト「Word」「Excel」「PowerPolntJの

使い方を学び、自分の樗来へと讐げていくこと

を意識させながら授業を行っています。

クラプ・委員会

宗教

課外活動 （4年生以上の自主的な活Ill)

P.A.M.(Piccoli Apostoli di Maria) 
聖母マリアの小さな使徒会(1980年発足）
校内の宗教行事への協力や老人ホーム訪悶のほか、みんなの幸せ

＿ を願って自主的に活動しています。

l竺寄；；芯’ぷ：や私立学校の音楽祭など
l丑；ー式：：の卜：：二四、0:校：：；祭などで演賽

※令和6年度実緯クラプ
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［ 生活時程］

7：ヽ5 !:15 8:20 8:35 g:ll9 9:45 

開
朝饒書 朝礼・ 朝学習

1 2 
門 時 峙

間 間
登 朝 目 目
校 の

会

も
＊ヤ＊ 

1年生の1日のスケジュール

111:25 19：ヽ5 11:2511:311 11:50 12:15 13：鴎 13:45 14:?5 14:45 
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ドーポ・スコーラは、ご両親の就業

によ見放諜後、家庭において一人

で過ごさざるを得ない1~2年生の

児童を校内でお預かりする、放課

後サポートクラプです。

活動の流れ

帰りの会鰭了後に活動場所へ移動し、宿題を綽わらせ、おやつの時間をとります。

お迎えの時閏まで、饒書やゲーム、パズル等をして楽しく過ごします。

児童の引き取り

保護看には18時までのお迎えをお願いしています。高学年の下校時間帯に合わせて、―

人で帰ることもできます。保饉者から学校へご運綿いただいた方の引き取りも可能です。

また、兄緯が上縁生に在学の場合、その下校峙刻に一緒に＂宅することもできます。

安全管理体制

本校の安全指針に準じてアシステンツアに努めています。
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喜びにあふれた一年
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5
 

入学式、運動会、宗教行事やクリスマス会、卒業式など一年を通して

・
運
動
会

6
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七
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集
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子ども違は多くの行事に参加します。それらの行事は、たくさんの学びはもちろん、多くの喜びにもあふれています。

•
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良
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業
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き
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後期

・
全
校
保
護
者
会

・
授
業
参
観

・
保
護
者
薗
談

・
学
級
保
護
者
会

・
学
級
保
護
者
会

・
授
業
参
観

棗チャイルドスタディ（年6回／肴菫看対亀子育て鵬霞）や父親講話（年5回／肴菫看対亀カトリック講話）があります．
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制服 卒業に向けて

（ 冬服 ］ 

登下校時の服綾

I
¥
 

校内での服装

登下校時の服装 校内での服装

※ランドセルは3年生から利用します。1,2年生はショルダーパッグをリュック型にして利用します。

自分の命を闘花させる

（自己との対話）

・自分自身を知り大切にします。

●曹に向かう心が青っています。

●嫌々な出来事に対応しようとする力が身についています。

●知識・檬養奮身につけます。

●自分lこできることを彎え行動します。

［内龍違学） サレジアン国朦学●世田谷中学寓等学校

［男子校）

麻布／浅野／栄光／濤櫨／睛星／慶塵羹塾誓過

部／攻玉社／国学院大学久我山（男子部）／駒場

東邦／サレジオ学院／芝／櫨北墳玉／巣鴨／聖

学饒／聖光学院／世田谷学●／高輪／筑濾大学

付属駒場／東京都市大学付属／本郷／立教断座

／旱稲田／藝館ラサールなど

i 目指す子ども像：

キリスト徴的な僅値観を身につける

（神との対騒）

●いつも共にいてくださる神を知り祈る心をもっています。

●棄直な心で喜んで生きています。

●キリストのメッセージを題鱗しています。

； 卒業関連行事

練成会

6年間の生活を振り逼,,、

神榛と畠分との閻わりを

見つめ直し、卒業後も大

切にしていきたい生き方

について彎え拿す。

卒業ミサ

全校でミサに与り、6年生

のこれまで成長と卒業後

の前違を祝して、神様に

感謝の祈り奮捧げます。

； 合格校一覧
2023年度卒霙生（五十音順）

［女子校］

鎗見学11／清和明の星女子／大賽／学習院女子／
カリタス女子／吉祥女子／共立女子／晃●学11/
纏町学●女子~国学饒大学久我山（女子部）／白百

合学園／清泉女学饒／東京女学鱒／東洋英和女

学院／8本女子大学付属／フェリス女学院／不二

聖心女子学院／誓連土学園／三輪1B学圃／和洋

九段女子など

社会の中で、愛に根差した貢献をする

（社会との対話）

●責任鴫をもって生活しています。

●人々 と違帯して生きようとする心が青っています．

• Iii朦的な感性をもってい拿す。

●すぺてのいのちを大切r：：します。
●社會に貫戴できる人になれるよう努力しています。

i 

お茶会

荼道の先生から礼儀作法

を零び、本綸に触れる●

金としています。自らお茶

奮点て、日々楓やかな心

で過ごせることを●いな

がらお茶奮いただきます。

送刷会／

6年生を送る会

在校生が6年生に対して

感鰤の気持ちを覆し、6

年生もその気持ちに応え

て在校生にメッセージを

送ります。

．．
 
竺一

［共学校］

神奈川学●／渋谷教育学園渋谷／渋谷教育学園

幕張／淑筐巣鴨／順天／成鱈／成墟学●／玉）11
学園／東京学芸大学付属ヽJヽ金井／東海大学付属

高輪台高檸学校／東京暴業大学第ー／東京彗市

大学等々力／東邦大学付属東邦／IB111調布学園
/8本大学／三1B国際学園／八雲学園など
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学校施設紹介 より良い学びには、より良い学習環境も大切です。本校の校舎は、 「光・風・緑」をコンセブトにしています。

聖堂 図書館 イングリッシュルーム 和室

校騒

ミレニアムホール 理科室 クオーレ

高学年用昇隣ロ 低学年用昇降ロ 低学年11!1書コーナー

正門玄関（昇隣口）

図工室 算1音楽室 第2音楽室 実習室

• ． 
， 響 • • ョP 、
． 4 ． ． ＂ 
． 

薔 鴫

｀ 
“ 

｀ 
， ． 

疇 ► 

｀ 
． ． ． ． .. 疇

1胄職員室前 体育館 ドライエリア クライミングウォール
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子ども達に安全と安心を

1児童の通学時の安全確保について
＂ 方面別安全指導

厖重の通学範囲は広範囲にわたるため、それぞれの方面ごとにグループ分けを行い、「危験な場所の特定」や「子ども110番の家の把握」尋1こ努めます．

日 災害対策として「ピンチクリアーキット」の配布

登下校時の災害時、万が一の自力解決が必要な時のために、「ピンチクリアーキット（携帯型災害対応傭品）」を児重

に配布しています．キットには、小型懐中電灯、体温維持シート、救助用ホイッスル、金属光ライトが入っています．

国 教員による見回り指導

学校周辺の主畳な駅やバス停周辺にて、教員の巡回や指導を定期的に行っています．見回りをしながら、社会マナーや交通

ルールを守ること、危険の見つけ方や危険の回避法も指導します．また、保護者も主体的に見守り活動に参加しています．

2児童の在校時の災害対策

＂ 校舎の耐震性

本校の校舎は、新しい鷺築基準法に基づき、地震に酎えうる設計となっています．その高い耐震性により、

地震発生時には校舎の外へ選難せず、教室を安全な選難場所として利用します．

日 備蓄

本校では、ガス、電気、水道、通信などのライフラインがすべて停止した場合でも、最大720名の児重を3日

間学校内で保護できるよう、食料、毛布、簡畠トイレ、発電機を傭えています．

回 避難訓練
学期ごとに1回、「地震」「火災」「地震後の火災」を想定して避難訓練を実施しています．有事の際に冷静に対応できるよう準備しています．

口 防災頭巾の装備

敦室では、防災頭巾を各自の席に準備しています．また、移勤教室時にも携行し、どんな状況でも偏えを怠りません．

3救急処置について
闘AED導入
本校には、1階に2台、体育鱚に1台のAEDが設置されています．

口 教職員の救急処置訓練

学内外で起こる様々な場面を想定し、教職員においてはCPR（心肺蘇生法）や救

急処置の訓練を目黒消防署や地元消防団の櫨力の下、定期的に行っています．

4校外活動について
闘 事前の下見（点検）の徹底

ヨl

eAEP 
止1凶知：麟i廿・立

校外活動では、危険回避や緊急時対応のため、宿泊施骰や活動場所の細部まで毎年点検を実施しています．学習先の管理者にも防災対策の徹底を依顛しています．

日 活動中の安全管理

天候や環墳に応じて柔軟に対応し、安全性を確保する判断や配慮を徹底しています．

5携帯電話の利用について
闘 子どもの携帯電話についての考え方

本校では、損帯電話を「緊急時の児童と保護者の運絡手段」として位置づけています．登下校中に適切な判断が難しい場面では、速やかな連絡が危険回遵や被書最小化に役

立つと考え、持ち込みを霞めています．ただし、メールや週話、インターネット利用が目的の場合は、小学生には不適切となるため、保霞者にも徹底した管理を求めています．

日 携帯電話持ち込みのルール

本校では、以下の条件を漕たす場合に限り、損帯電話の持ち込みを許可しています．

●「緊急時の連絡手段」に限定（メール、ゲーム、インターネット利用は不可）・ •子ども向けに開発された学校指定の機種であること．

●多檀能端末は、保護者が目的や学齢に応じた制限を骰定すること． ●保護者と児童が利用ルールを作り、定期的に守られているか

確認すること．

令和 8年度就学児募集要項
※詳細は願書に同封されている募集要項をご確認ください。

募集人員／男女 A日程•B日程計102名（定員120名）

応募資格／平成31年(2019年）4月2日から令和2年(2020年）4月1日までに生まれた者

願書頒布開始 5月9日（金）第1回学校説明会会場

校内広報行事(5月9日・20日／6月4日・ 17日／7月19日／9月4日）
＇ 

願書頒布日程 9月4日（木）～9月30日（火）
9月4日（木）～9月30日（火）

11月4日（火）～11月7日（金）
平日9時～12時

平日9時～12時

インターネット インターネット

願書受付 ※ 9月21日（日）～10月5日（日） 11月3日（月）～11月9日（日）
＇ 

郵送 郵送

1 0月1日（水）～10月6日（月）消印有効 11月4日（火）～11月10日（月）消印有効

※インターネット出願後に郵送出膿を行うことで正式な出願となります．

受 験 料 25,000円

保護者、志願者の面接（面接時間は15分間）
面 接

1 0月18日（土）、25日（土）いずれか 11月15日（土）

11月1日（土） 11月21日（金）
試 験

受付時間 8:00~8:30 試験終了 12:15 受付時間 8:00~8:30 試験終了 12:15

11月2日（日）

合格発表 WEB上 …………10:00~13:00
書類受け取り……12:00~14:00

学費に関わること …………..…………•

0入学金

〇施設設備費

〇預り金（年額）

〇授業料（月額）

〇教育充実費（月額）

0後援会費 （月額）

0合宿積立金（月額）

OICT関連費（月額）

¥250,000 

¥150,000 

¥35,000 

¥42,000 

¥7,000 

¥3,500 

¥5,500 

¥2,500 

合計 ¥1,161,000 

入学金を除く初年度合計 ¥911,000 

（令和7年度）

11月22日（土）

WEB上 …………10:00~13:00
書類受け取り……12:00~14:00

イベント ………………...•…………• HPから予約が必要です．

日程 場所 内容

2月25日（火） 校内 学校説明会①

5月 9日（金） 校内 学校説明会②

5月20日（火） 校内 学校説明会③

6月 4日（水） 校内 学校説明会④

6月 17日（火） 校内 学校説明会⑤

7月 4日（金） とどろきアリーナ 逼動会

7月 19日（土） 校内 入試体験会

9月 4日（木） 校内 入学試験説明会
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